
誠
  

実
 

北
の

い
の

ち
 

こ

こ
に
燃

え
ろ
 

少
年

ょ
 

歴
史

を
創
れ
 

佐
々
木
 

栄
造
 

（
昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
八
日

校
訓
碑
除
幕
）
 

五所川原市立第ー中学校校訓 

き
 

．一
 」
 

ーフの
 

口
 

総 人 口 	 引.842 

-pJ 	 25.059 

女 	 26.783 

世 帯 数 	 13.064 

（昭和43.8.1現在住民登録による） 

ータリー附近の舗装作業） 	（刈払い作業） 

今
年
度

分
を
仕

上
げ

る
 

八
月
三
日
か
ら
、
社
会
開
発

青
年
奉
仕
隊
を
中
心
に
、
市
青

年
団
、
農
村
青
年
建
設
班
か
ら

な
る
青
年
の
道
建
設
隊
は
、
今

年
度
の
計
画
を
上
廻
っ
て
、
さ
 

る
二
十
八
日
作

業
を
終
り
ま
し

た
。
 

青
年
の
道
が

建
設
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
 

津
軽
縦
貫
産
業

開
発
道
路
に
予

定
さ
れ

て
い
る

中
山
山
脈
の
前

田
野
目
ロ
か
ら

焚
珠
山
に
至
る

約
三
キ

ロ
メ
ー
 

ト
ル
で
あ
り
ま
 

す
が
、
来
年
は

馬
神
山
を
目
指

し
て
進
み
、
や

が
て
は
、
青
函

ト
ン
ネ
ル
が
つ
 

三
I
 

く
ら
れ
る
竜
飛

ま
で
の
道
を
開

発
し
よ
う
と
い
う
計
画
で
す
。
 

奉
仕
隊
の

一
行
八
名
は
、
毎

日
交
代
で
出
動
す
る
地
元
青
年

達
と
も
よ
く
融
け
あ
っ
て
、
日

増
し
に
能
率
し
上
が
っ
て
、
立

派
な
道
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

作
業
は
、
背
丈
も
あ
る
態
笹

を
刈
り
払
い
す
る
も
の
、
雑
木
 
 

を
切
り
倒
す
も
の
と
、
炎
日
に

雨
の
中
に
汗
を
流
し
て
の
悪
戦

苦
闘
の
連
続
で
、
こ
れ
ま
で
の

ハ
イ
キ
ン
グ
道
を
整
備
す
る
班

と
、
巾
三
メ
ー
ト
ル
の
】
級
歩

道
を
建
設
す
る
班
と
分
か
れ
て

働
く
奉
仕
隊
の
方
々
は
，
労
働

と
奉
仕
の
苦
し
さ
、
楽
し
さ
、
 

尊
さ
を
実
感
と
し
て
受
け
と
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、

一
級
歩
道
建
設
作
業

に
は
、
市
の
プ
ル
ト
ー
ザ

ー
が

か
け
ら
れ
、
後
四

・
五
日
で
山

頂
に
到

達
す

る
予
定
で
い

ま

す
。
 

来
年
も
ま
た
来
ま
す
 

二
十
七
日
に
は
、
焚
珠
山
頂

に
、
雑
木
を
つ
か
っ
て
展
望
台

を
建
設
、
赤
い
奉
仕
の
旗
を
な

び
か
せ
て
、
陸
奥
湾
、
津
軽
平

野
を
見
下
し
た

一
行
は
、
思
わ

ず
万
才
を
叫
び
．
青
年
ら
し
い

感
動
に
む
せ
ん
で
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
ま
た
，
佐
々
木
市

長
も
、
山
頂
ま
で
出
む
き
、
立

派
に
で
き
た
青
年
の
道
を
み
て

隊
員
達
に

感
謝
し

て

い
ま
し

た
。
 

奉
仕
隊
は
こ
の
外
に
、
市
街

地
の
清
掃
、
少
年
用
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
遊
園
地
の
整
備
等
に
奉
仕

し
た
り
、
ネ
プ
タ
祭
り
参
加
、
 

十
和
出
湖
見
物
、
青
年
の
道
の

終
点
で
あ
る
竜
飛
を
見
物
し
、
 

］
ケ
月
近
い
五
所
川
原
で
の
生

活
に
思
い
出
を
残
し
て
、
二
十

八
日
早
朝
出
発
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
金
沢
市
で
他
県
班
と

合
流
、
解
散
式
を
行
な
う
予
定
 

で
す
が
，
ま
た

来
年
も
奉
仕
隊

に
加
わ
り
、
五

所
川
原
へ
き
た

い
、
そ
し
て
竜

飛
ま
で
こ
の
手

で
つ
く
り
、
完

成
を
こ
の
目
で

み
た
い
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
来

年
も
ま
た
、
奉

仕
隊
を
う
け
入

れ
て
、
建
設
を

続
け
る
予
定
で

い
ま
す
。
 

今
回
、
は
じ

め
て
奉
仕
隊
が

当
市
に
派
遣
さ
 
 

れ
て
き
て
感
ず
る
こ
と
は
、
 

 
彼
 

等
の
純
粋
な
心
情
で
あ
り
、
若

さ
で
あ
り
、
た
く
ま
し
い
行
動
一

力
で
あ
り
ま
す
。
殆
ん
ど
無
報

酬
（
食
費
、
旅
費
そ
の
他
一
切

は
日
本
奉
仕
協
会
で
負
担
）
 
で

働
く
姿
は
、
地
元
青
年
に
多
く

の
感
銘
を
与
え
た
よ
う
で
す
。
 

と
か
く
現
代
の
青
年
が
云
々
さ

れ
て
い
る
と
き
、
こ
う
し
た
青

年
を
迎
え
て
、
地
元
青
年
と
の

交
流
を
図
る
こ
と
は
、
明
日
の

五
所
川
原
建
設
に
明
る
い
希
望
」
 

を
も
た
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
 地
元
青
年
達
も
ま
た

期
待
に
違
わ
ず
腰
弁
当
で
働
い

て
く
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
明
る

い
町
づ
く
り
の
に
な
い
手
と
な
・

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
も
、
 一
度
発
珠

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
青
年

の
道
が
心
よ
く
足
を
運
ば
せ
て

く
れ
ま
す
。
 

 

 

昭和43年9月 1 日発行 

毎月L巧日発行 	ー一部2円 

発 行 所 	 五所川原市役所 

青年の道賛珠山頂へ到達 

（山頂の奉仕隊と市青協の若者達） 



②
 

市政ニユース 

校訓碑除幕と校旗樹立 
市 
“ー 

」Iー 

第 

一
 

中 

学 

校 

（修ばつ式） （落成した四教室） 

市
立
第

一
中
学
校
（
小
山
古

之
助
校
長
、

生
徒
数
千
三
百
八

十
名
）
 
では
、
去
る
八
月
二
十

八
日
佐

4
木
市
長
、
永
井
教
育

長
、

菊
池

西
北
教
育

事
務
所
長

ら
米
賓
多

数
を
招
き
、

午
后
一
一

時
ょ
り

校
訓
碑
除
幕
式
．
午
后

三
時

よ
り
校
旗
樹

立
式
を
行
な

い
ま
し

た
。
 

同
校
正
面
玄
関
前

の
校
訓
碑

は
 
「誠
実
」
 
に佐
々
木
市

長
の

創
作
，

筆

に
よ
る
 

北
の
い

の
ち
 

こ
こ
に
燃
え

ろ
 

少
年

ょ
 

歴
史

を
創
れ
 

の
碑
文

を
刻
ん
だ
も

り
で
、
同

校
の

昨
年
度
の
卒
業

生
が
寄
贈

し
た
も
の
で

す
。
 除
幕
は
現
五

高
一
年
生

の
小
野
令
美
子

さ
ん
 

が
行

な
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
校
旗

は
正
旗
副
旗
併

わ
せ
で
三
十
五

万
円
で
、

校
舎

新
築
落
成

記
念

事
業

協
賛
会
（
 

会
長
秋
元
久
士
口

氏
）
 か
ら
贈
ら

れ
た
も
の
で

す

が
、

協
賛
会
か

ら

こ
の
他
、
・フ
 
 

l
ル
ニ
百
二
十
万
円
‘
パ
 
ック

ネ

ッ
ト
 （
野
球
一

・
ソ
フ
ト

ー
 

）
 
十
五万
円
．

ス
テ
ー
ジ
用
幕

類

一
式
五
十
万
円
、
実
物
幻
灯

機
八
万
門
，

舞
台
照
明
器
具
一

式

二
十
五
万
円
、
校
長
室
用
応

接
セ
 
ッ
ト
ー
式
十
五
万
円
、

ス

テ
レ
オ

ー
台
九
万
円
．
 テ
レ
ビ

二
台
ニ
十
八
万
円
，
体
育
用
具

二
十
万
円
、
記
念
品
十
五
万
円

等
の
沢
山
の
寄
贈
か
あ
り
ま
し

た
。
 

子
ど
も
と
話
し
台
い
を
 

夏
休
み
後
の
非
行
防
止
に
 

夏
休

み
は
、
長
い
間
規
則
正

し
い
学
校
生
活
か
ら
離

れ
る
の

で
、
と
か
く
不
規
則
に
な
り
が

ち
で
す
。
 こ
の
た
め
．
休
み
が

終
っ

て
も
，
そ
れ
ま
で

の
惰
性
 
 

か
ら
ぬ
け
き

れ
ず
に
、
非
行
化

す
る
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

今
ま
で

と
違
っ
た
変
化
に
気

づ
い
た
ら
、
早
く
そ
の
原
因
を

た
し
か
め
て
、
悪
へ

の
芽
を

つ

み
と
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
 

一
、
夏
休
み

4
1は
、
い
ろ
い
ろ

な
機
会
か
ら
学
友
以
外
の
人

と
つ
き
あ
う
こ
と
が
多
い

の

で
、
ど
ん
な
友
達
と
交
際
し

て
い
る
か
と
き
ど
き
話
し
あ

っ
て
適
当
な
指

導
助
言
を
与

え
て
く
だ
さ
い
 

南小学校では 

四教室増築落成 
市
立
南
小
学

校
 
（藤
田
善

四

郎
校
長
、
生
徒

数
千
百
三
十
五

名
）
 
では
．
ー
ハ

月
か
ら

四
教
室

増
築
の
工
事

を

す
す
め
て
い
ま

し
た
が
、
八
月

十
五
日
完
工

去
る
八
月
三
十

日
落
成
式
を

行

な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
四
教
室

は
六
百
五
十

八

万
円
の
予
算

木
造
モ
ル
タ
ル

造
り

二
階
建
て

で
、
市
内
柏
原

町
小
野
建
設
工

業
（
代
表
小
野

仁
太
郎
氏
）
が

施
工
し
た
も
の

で
す
。
 

何
か
と
ロ
実
を
も
う
け
て

外
出
す
る
機

会
が
ふ
え
る
と

き
は
，
理
由
を
は
っ
き
り
さ

せ
る
と
と
も

に
、
帰
宅
時
間

を
守
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

電
話
や
手
紙
に
敏
感

に
な

っ
た
り
、
服
装
や
身
の
回
り

を
気
に
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
、
不
良
グ

ル
ー
プ
や
異
性

と
の
交
際
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
の
で
、

適
宜
話
し

合

っ
て
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（正佼旗） 



み
ん
な

で
明

る
い
家
庭
を
 

市
社
会
福
祉
大
会
お
わ

る
 

児
童
福
祉
法
制
定
ニ
ト

周
年

記
念
、
第
十

一
回
市
社
会

福
祉

大
会
は
、

八
月
二
十

日
午
前
九

時
半
か
ら
、

市
民
文
化

会
館
に

お
い
て
、
約
二
百

名
の
市
社
会

福
祉
協

議
会
員
が
出
席
、

来
賓

に
佐

々
木
市
長
、
佐
藤
県

民
生

児
童
委
員
連

絡
協
議
会
長
ら

多

数
を
招
き
盛
大

に
行
な
わ

れ
ま

し
た
。
 

大
会
は

ま
ず
社
会
福

刊
活
動

に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
を
表
彰

し
た
あ
と
、

問
題
点
の
協
議
に

入
り
ま
し
た
が
、
出
稼
者
の
留

守
家
族
の
福
祉
対

策
が
焦

点
に

な
り
ま
し
た
。
 

◇
協
議
題
 

社
会
福
祉

協
議
会
の
役
割

り
に
つ
い
て
 
（
発
表
者
，
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会
長

山
谷
満
広
氏
、

助
言
者

県
社

会
福
祉
協
議
会

総
務
部

長
中

野
潤
氏
）
 

出
嫁
者
お
ょ
び
留
守
家
族

の
福
祉
対
策
に
つ

い
て
 
（
発
 

表
者
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

梅
沢
支
部
長

前
田
正
氏
、

助
 

言
者
市
家
庭
児
童
相
談
員

工
 

藤
次
広
氏

）
 

◇
表
彰
状
 

寺
田
ま
つ
，
パ
民
生
児
帝

委
員
 

十
三
年
勤

続
）
 

小
田
桐

ス
ズ
ユ
 

（
母
子
福
祉
）
 

川
浪
喜
代

作
（
 

身
障
福
祉
）
成

田
昭
．
石
岡
良

子
（
児
童
福
祉
 

)
  ◇

感
謝
状
 

白
生
会
胃

腸

病
院
 
山
口

水

道
、
建
設
省
青

森
工
事
事

務
所

更
生
保
護
婦
人

会
、
主
婦
の
店

荒
谷
理
容
所
、
 

③
 
第
一

生
命
、

五

所
川
原
印
刷
，
 

カ
ネ
ミ
電
機
、
 
 

五
農
高
、
ド
山
学
園
、
中
三
、
 

赤
坂
従

業
員

一
同
『
松
竹
従
業

員
一
同
、
旭
町
今
ひ
ろ
子
．
鶴

又
薬
舗
職
員

一
同
、
布
屋
町
鶴

谷
ャ
ナ
、

成
長
ス
ト

ァ
，
佐

々

木
仲
雄
、
大
東
パ
チ
ン

コ
、
木

村
ス
ポ

ー
ッ
店
、
十
川
町
三
ッ

葉
会
ー
目
舞

一
二
三
会
 
梅
沢

青
年
団
。
 

な
お
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
計
画
し

実
施
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
事
業
に
必
要
な
経
費

は

会
員
制
に
よ
る
会
費
ゃ
，

篤
志

家
の
寄
付
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
多
数
の
方
が

会
員
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
を

望
ん
で
市
民
に
呼
び

か
け
て
い

ま
す
。
 

ま
た
各
地
区
毎
に
支
部
が
結

成
さ
れ

て
、
役
員
の
方
が
ご
説

明
に
参
L
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

で
き
る
限
り
の
ご
協
力
を
お
願

い
L
ま
す
。
 

各
支
部
と
も
同
様
で
す
が
五

所
川
原
第
一
支
部

（
五
小
学
区
 

内
、
会
長
小
山
田
鳳
隆
氏
）
で

は
、
今
年
度
の
事
業
と
し

て
次

の
よ
う
な
こ
と
を
計
画
し
て
地

区
内
の
隔
祉
向
上
に
当
っ

て
い
 
 

ま
す
。
 

ひ
ま
わ
り
児
童
館

へ
子
ど
も

の
遊
具
施
設
を
つ
く
る
た
め
に

二
万
円
、

つ
ぼ
み
乳
児
院
に
一

万
円
、
貧
困
家
庭
へ
の
災
害
援

助
資
金
と
し
て
特
に
保
護
家
庭

へ
最
高
五
千
円
‘
家
屋
の
倒

壊

等
へ
援
助
資
金
を
出
す
な
ど

積

極
的
に
と
り
く
も
う
と
し

て
い

ま
す
の
で
同
地
区
内
の
方

々
は

主
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
れ
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
 

ま
す
。
 

児
童
巡
回
相
談
 

青
森
県
弘
前
児
童
相
談
所
で

は
、
つ
ぎ
に
よ
っ
て
、
児
童
の

こ
と
に
つ

い
て
、
心
配
ご
と
や

悩
み
ご
と
な
ど

に
つ
い
て
相
談

に
応
ず
る
た
め
、
巡
回
児
童
相

談
所
を
開
き
ま
す
か
ら
、

お
気

軽
に
お
出
で
下
さ

い
。
 

◇
期
日
、
場
所
 

九
月
十
九
日
 

岩
木
町
、
市
福
祉
事
務
所

九
月
二
十
六
日
 
飯
詰
支
所

九
月
二
十
七
口
 

七
和
支

所

◇
時
刻
、
九
時
よ
り
十
四
時
迄

◇
相
談
種
別

お
よ
び
内
容
 

1
、
養
護
相
談
 

2
，
し
体
不
自
由
相
談
 

3
、
視
聴
、
言
語
障
害
相

談
 

4
、
精
神
薄
弱
相
談
 

5
、
教
護
相
談
 

6
、
触
法
行
為
相
談
 

7
、
長
欠
、
不
就
学
相
談
 

8
、
し
つ
け
相
談
 

9
、
性
向
．
適
正
相
訳
吠
」
 

相
談
に
は
児

童
と
と
も

に
で

き
る
だ
け
そ
の
生
育
等
に
つ
い

て
よ
く
知
っ
て
い
る
方
の
付
添

い
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ゆ
 
だ
 
ん
 で
 
き
 

な
 
い
 

結
 

核
 

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一

日

ま
で
は
、
結
核
予
防
週
間
で

す

が
、
結
核
問
題
は
も
ら
終
っ
た

と
た
い
て
い
の
人
は
そ
う
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
 

，
 。
 

ュ
刀
 し

か
し
、
全
国
で
患
者
は

一
一

百
三
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
五
十
人
に

一
人
の
割

合
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

本
県
で
も
確
か
に
患
者
は
だ
 
 

ん
だ
ん
減
（
て
い
ま
す
が
新
し

い
発
病
は
、
昭
和
三
十
六
年
か

ら
四
十
二
年
ま
で

の
数
字

」
』
よ

る
と
、
十
二
人
が
毎

H
新

L
く

発
見
さ
れ
て
い
る
討
算

に
な
っ

て
い
主
す
。
 し
か
t
中
、
高
年

令
層
に
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。
 

結
核
に
よ
る
死
亡
率
は
木
県

は
全
国
で
十
一
番
目
と
高
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
診
断
を

う
け
る
率
は
、
よ
う
や
く
、
五

十
パ
ー
セ
ン

ト
を
ニ
え
る
程
度

で
、
こ
こ
に
も
、
ま
ん
え
ん
を

続
け
て
い
る
原
因
が
あ
る
よ
う

で
す
。
 

結
核
は
ま
だ
片
づ
い

て
い
ま

せ
ん
。
 そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
ち
よ

っ
と
油
断
す
る
と
す
ぐ
勢
を
盛

り
返
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

年
に

一
度
は
健
康
診
断
を
／

異
常
が

あ
っ
た
リ
早
く
治
療

を
ノ
 

広

報
車
が

入

り

ま
し

た

市
の
広
報
班

に
は
，
こ
れ
ま

で
自
動
車
が
な
い

の
で
、
市
民

へ
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
と
き
、
 

非
常

に
不
便
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。
 

こ
の
不
便
を
解
消
し
、
取
材

伝
達
に
機
動
力
を
も
た
せ
る
た

め
に
、
広
報
車

の
購
入
を
お
願
 

・

い
し
た
と
こ
ろ
、
六
月
の
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
早

速
購
人
、

‘一
さ
き
頃
か
ら
活
躍
し

て
い
ま
す
。
 

車
種

は
、
ホ
ン
ダ
軽
四
輸
ラ

イ
ト
パ
ソ
で
、
拡
声
器
，
テ

ー
 

．フ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
備
え
つ
け
て

い
ま
す
。
 ど
ん
ど
ん
町
に
出
て

市
政
の
動
き

を
伝
え
る
と
と
も

に
市
民
の
声
を
瞬
い

て
、
市
政

へ
の
パ
イ
ブ
役
を
つ
と
め
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
愛
顧
の

ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。
 

市政ニユース 



④ 市政ニユース 

瞬 L‘「 

難
 

今月は15日です

家族そろって

楽しい一日を 

軽
免
許
が
 

廃
止
さ
れ
ま
す
 

お ね が い 

五所川原青年会議所

明日ア希望に満ちた 

明るい豊かな五所川原市

建設のために 

五所川原青年会議所は、市

発展と市民生活の向上をめざ

して、現状を究明するため市

民の中から無作為抽出法によ

り選んだ1800 名の方々に市の

あらゆる問題について尋ねた

アンケートを送付しました

市民の声で地域開発を 

推進しよう 

送付されたアンケートに必

ずお応え下さい。 あなたの意

見や願いが市民の声として集

計分析され、その結果が、市

の今日から明日への発展すべ

き姿としで、市の政策に指針

を与えることになります。 五

所川原青年会議所は、この市

民の声な実現するため市民総

参加の運鉱を展開しています 

7ンケートの返送は 

9月15日までです 

全
国
で

一
番
乳

児
の
死
亡
率
が
高

い
と
い
わ
れ
て
い

る
の
は
青
森
県
で

す
が
、
市
で
は
こ

の
た
び
医
師
や
保

健
所
の
協
力
に
よ

っ
て
「
健
康
な
子
 

に
育
て
る
運
動
」
 

の
ー
つ
と
し
て
、
 

乳
児
を
正
し
い
育

児
法
を
指
導
し
、
 

乳
児
死
亡
ゼ

ロ
を
 

図
る
た
め
に
、
該
当
児
全
員
の

健
康
診
断
を
つ
ぎ

の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
積
極
的
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

◇
対
象
児
 

昨
年
四
月
一
日
か
ら
本
年

三
月
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
赤
ち
や
ん
 

◇
場
所
 
旧
五
中
校
舎
 

◇
時
刻
 
十
三
時
か
ら
十
五
時

ま
で
 

◇
母
子
手
帳
を
ご
持
参
願
い
ま

す
 

◇
日
程
 

●

九
月
九
日
 

旭
町
、
東
雲
町
、
雛
田
町
、
 

寺
町
、
上
平
井
町
、
さ
つ
き
町

下
平
井
町
、
中
平
井
町
、
平
井

町
、
末
広
町
、
新
宮
町
、
柏
原

町
幾
島
町
、
錦
町
、
小
曲
、
岩

木
町
、
十
川
町
 

●

九
月
十
日
 

大
町
、
東
町
、
弥
生
町
、
鎌

谷
町
、
布
屋
町
、
田
園
調
布
、
 

新
町
、
田
町
、
平
和
町
、
栄
町

元
町
、
柳
町
．
成
田
町
、
本
町

川
端
町
、
千
鳥
町
 

●

九
月
十
一
日
 

三
好
、長
富
、
松
島
、
毘
沙
門
 

●

九
月
十
二
日
 

飯
詰
、
栄
、
中
川
 

●

九
月
十
三
日
 

梅
沢
、
中
泉
，
七
和
、
長
橋
 

秋
季
大
掃
除
の
点
検
 

◇
九
月
十
四
日
 

九
 
時
 
中
川
新
宮
 

十
三
時
 
小
曲
 

◇
九
月
十
六
日
 

九
 
時
 
平
井
町
、
中
平
井
 

町
 

十
三
時
 
新
宮
末
広
町
、
 

上
平
井
町
 

下
平
井
町
 

◇
九
月
十
七
日
 

九
 
時
 
末
広
町
 

十
三
時
 
鎌
谷
町
、
田
町
、
 

元
町
 

◇
九
月
十
八
日
 

九
 
時
 
新
町
 

十
三
時
 
栄
町
、
柏
原
町
 

幾
島
町
 

◇
九
月
十
九
日
 

十
三
時
 
錦
町
、
寺
町
、
 

岩
木
町
、
川
端
町
 

◇
九
月
二
十
日
 

九
 
時
 
柳
町
、
成
田
町
 

◇
九
月
二
十
一
日
 

九
 
時
 
弥
生
町
 

十
三
時
 
さ
つ
き
町
 

◇
九
月
二
十
四
日
 

九
 
時
 
東
雲
町
、
雛
田
町
 

◇
九
月
二
十
五
日
 

九
 
時
 
十
川
町
 

十
三
時
 
敷
島
町
 

◇
九
月
二
十
六
日
 

九
 
時
 
田
園
調
布
 

十
三
時
 
布
屋
町
 

◇
九
月
二
十
七
日
 

十
三
時
 
千
鳥
町
、
旭
町
 

◇
九
月
二
十
八
日
 

九
 
時
 
大
町
、
本
町
．
 

松
島
町
 

十
三
時
 
東
町
、
平
和
町
 

女
子
自
衛
官
募
集
中
 

種
別
 
女
子
二
等
陸
士
 

応
募
資
格
 

昭
和
四
十
四
年
一
月
一
日

現
在
で
十
八
才
以
上
二
十
五

才
未
満
の
日
本
国
籍
を
有
す

る
女
子
で
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
す
る
も
の
。
 

募
集
人
員
 
四
十
七
名
 
 

試
験
時
期
 
十
月
の
予
定
 

受
付
期
間
 

九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
 

ま
で
 

採
用
時
期

昭
和
四
十
四
年
一
月
 

試
験
科
目
 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に

つ
い
て
行
な
う
筆
記
試
験
（
 

国
語
；
・作
文
を
含
む
…
数
学

社
会
）
、
身
体
検
査
、
適
性

検
査
及
び
ロ
述
試
験
と
す
る

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
市
役

所
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

道
路
交
通
法

の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
軽
自
動

車
は
普
通
自
動
車
と
な
り
軽
免

許
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
今
ま
で
の
軽
免

許
の
取
り
扱
い
と
、
 一
日
以
後

の
免
許
試
験
は
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

一
、
公
安
委
員
会
が
行
な
う
審
 
 

査
に
合
格
す
る
ま
で
は
現
在
の

軽
自
動
車
し
か
運
転
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
若
し
も
‘
普
通
自
動

車
を
運
転
し
た
と
き
は
、
無
資

格
運
転
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す

な
お
こ
の
審
査
は
、
九
月
一

日
以
後
に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
 

十
八
才
未
満
の
者
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
 

二
、
九
月
一
日
か
ら
軽
免
許
が

廃
止
さ
れ
る
の
で
、
現
在
の
軽

自
動
車
を
運
転
す
る
場
合
で
も

新
し
く
免
許
証
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
普
通
免
許
の
試
験

に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
普
通
免
許
の
試
験

は
、
十
入
才
未
満
の
者
は
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

会
員
が
会
長
に
感
謝
状
 

ー
五
所
川
原
婦
人
会
ー
 

五
所
川
原
婦
人
会
（
永
井
か

つ
会
長
、
会
員
五
百
六
十
四
名
 

）
 
は
、去
る
八
月
二
十
日
五
所

川
原
小
学
校
に
お
い
て
、
創
立

二
十
周
年
記
念
大
会
を
開
き
、
 

優
良
会
員
の
表
彰
、
菊
池
西
北

教
育
事
務
所
長
の
記
念
講
演
，
 

十
八
番
の
レ
ク
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
な
ど
、
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
二
十
年
勤
続

し
た
高
満
タ
カ
さ
ん
他
四
十
六

名
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
が

と
り
わ
け
、
会
員

一
同
か
ら
永

井
会
長
に
贈
ら
れ
た
感
謝
状
は

珍
ら
し
い
ケ
ー
ス
で
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
 

赤ちゃんの健康診断 
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